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１．平成 27 年 3 月期第 3四半期の連結業績（平成 26 年 4 月 1日～平成 26年 12 月 31 日） 
(1)連結経営成績(累計)                          (％表示は、対前年同四半期増減率)

 経常収益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27 年 3 月期第 3四半期 9,811 0.0 2,283 9.8 1,651 18.2

26 年 3 月期第 3四半期 9,801 △2.5 2,079 46.1 1,396 65.1

（注）包括利益    27 年 3月期第 3 四半期 3,576 百万円（231.4％）  26 年 3 月期第 3四半期 1,079 百万円（△7.4％） 

 

 
１株当たり四半期純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

27 年 3 月期第 3四半期 486 59 ─ 

26 年 3月期第 3四半期 411 32 ─ 

 
(2)連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

27 年 3 月期第 3四半期 645,192 38,603 5.9 

26 年 3 月期 630,782 35,190 5.5 

（参考） 自己資本   27 年 3 月期第 3 四半期  38,583 百万円    26 年 3 月期  35,168 百万円 

（注）「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。 

２．配当の状況 

年間配当金 
 

第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26 年 3 月期 ─ 25.00 ─ 25.00 50.00 

27 年 3 月期 ─ 25.00 ─  

27 年 3月期(予想)  25.00 50.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成 27 年 3 月期の連結業績予想（平成 26 年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日） 

  (％表示は、対前期増減率) 

 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 1,970 △16.6 1,280 1.5 377 05

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

  



  

※ 注記事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：有 

   新規 － 社 、 除外２社（社名）かいぎんビジネスサービス株式会社、かいぎんシステム株式会社 

（詳細は、添付資料 P.2「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。） 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 

 ② ①以外の会計方針の変更 ：無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ：無 

 ④ 修正再表示 ：無 

（詳細は、添付資料 P.2「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。） 

（4）発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 27 年 3 月期第 3Ｑ 3,400,000 株 26 年 3 月期 3,400,000 株

 ② 期末自己株式数 27 年 3 月期第 3Ｑ 5,705 株 26 年 3 月期 5,437 株

 ③ 期中平均株式数(四半期累計) 27 年 3 月期第 3Ｑ 3,394,369 株 26 年 3 月期第 3Ｑ 3,394,788 株

 
 
 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（自平成 26 年４月１日 至平成 26 年 12 月 31 日）の経営成績について、経常収益は、

有価証券売却益は減少しましたが、貸出金利息の増加により資金運用収益が増加したほか貸倒引当金戻入益が増加し

たことから、前第３四半期連結累計期間比９百万円増加の 98 億 11 百万円となりました。一方、経常費用は、預金利

息、営業経費の減少などにより、前第３四半期連結累計期間比１億 94 百万円減少の 75 億 27 百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前第３四半期連結累計期間比２億３百万円増加の 22 億 83 百万円、四半期純利益は、前第

３四半期連結累計期間比２億 55 百万円増加の 16 億 51 百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末（平成 26 年 12 月 31 日）における財政状態について、総資産は、前連結会計年度末比

144 億９百万円増加の 6,451 億 92 百万円、純資産は、前連結会計年度末比 34 億 13 百万円増加の 386 億３百万円とな

りました。 

主要勘定としては、預金は、個人預金及び法人預金の増加により、前連結会計年度末比 112 億 98 百万円増加の 5,996

億 73 百万円となりました。 

貸出金は、消費者ローン及び事業性貸出の増加により、前連結会計年度末比 88 億 97 百万円増加の 3,987 億 32 百万

円となりました。 

有価証券は、債券を中心とした運用残高の増加により、前連結会計年度末比 81 億 15 百万円増加の 1,954 億６百万

円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27 年３月期通期の連結業績予想は、平成 26 年５月 14 日に公表した数値から変更ありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

かいぎんビジネスサービス株式会社及びかいぎんシステム株式会社は、清算により子会社に該当しないことになっ

たことから、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正に伴う会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年 5月 17 日。以下、「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期

間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 11 百万円減少し、利益剰余金が７百万円増加

しております。また、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

前連結会計年度 当第３四半期連結会計期間 
 

(平成26年3月31日) （平成26年12月31日） 

資産の部 

現金預け金 39,663 31,849

コールローン及び買入手形 5,861 10,742

有価証券 187,291 195,406

貸出金 389,835 398,732

外国為替 676 1,001

その他資産 2,508 2,439

有形固定資産 6,819 7,438

無形固定資産 512 557

繰延税金資産 333 7

支払承諾見返 1,230 728

貸倒引当金 △3,950 △3,711

資産の部合計 630,782 645,192

負債の部 

預金 588,375 599,673

借用金 2,070 1,900

外国為替 5 7

その他負債 1,932 1,810

賞与引当金 464 186

退職給付に係る負債 1,187 1,069

役員退職慰労引当金 101 131

睡眠預金払戻損失引当金 48 42

利息返還損失引当金 39 38

偶発損失引当金 138 127

繰延税金負債 － 871

支払承諾 1,230 728

負債の部合計 595,592 606,589

純資産の部 

資本金 4,537 4,537

資本剰余金 3,219 3,219

利益剰余金 24,651 26,141

自己株式 △19 △20

株主資本合計 32,389 33,877

その他有価証券評価差額金 2,773 4,688

退職給付に係る調整累計額 5 17

その他の包括利益累計額合計 2,779 4,705

少数株主持分 21 20

純資産の部合計 35,190 38,603

負債及び純資産の部合計 630,782 645,192
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 
（単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 

   （自 平成25年４月１日 

   至 平成25年12月31日）

  （自 平成26年４月１日 

   至 平成26年12月31日）

経常収益 9,801 9,811

資金運用収益 7,831 7,981

（うち貸出金利息） 6,833 6,966

（うち有価証券利息配当金） 946 982

役務取引等収益 1,045 1,105

その他業務収益 657 266

その他経常収益 267 458

経常費用 7,722 7,527

資金調達費用 549 453

（うち預金利息） 547 452

役務取引等費用 598 675

その他業務費用 2 1

営業経費 6,347 6,282

その他経常費用 224 114

経常利益 2,079 2,283

特別利益 0 1

固定資産処分益 0 1

特別損失 41 0

固定資産処分損 11 0

減損損失 29 －

税金等調整前四半期純利益 2,039 2,284

法人税、住民税及び事業税 470 511

法人税等調整額 174 123

法人税等合計 645 634

少数株主損益調整前四半期純利益 1,394 1,650

少数株主損失（△） △2 △1

四半期純利益 1,396 1,651
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 
（単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 

   （自 平成25年４月１日 

   至 平成25年12月31日）

  （自 平成26年４月１日 

   至 平成26年12月31日）

少数株主損益調整前四半期純利益 1,394 1,650

その他の包括利益 △315 1,926

その他有価証券評価差額金 △315 1,914

退職給付に係る調整額 － 11

四半期包括利益 1,079 3,576

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 1,081 3,578

少数株主に係る四半期包括利益 △2 △1

 

 

 

 

 

 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

 当行の平成 27 年 3 月期第 3四半期決算の概要は以下のとおりであります。 

（１）平成 27 年 3月期 第 3四半期損益の概況 【単体】 

 

コア業務純益は、貸出金利息や有価証券利息配当金の増加により資金利益が増加したことなどから、

前年同期比２億 77 百万円増加の 18 億８百万円となりました。 

経常利益は、有価証券売却益は減少しましたが、資金利益が増加したほか貸倒引当金戻入益が増加し

たことなどから、前年同期比２億 21 百万円増加の 23 億 41 百万円となりました。 

 

 

 

 

 

（単位：百万円） 

科    目 
平成27年3月期
第3四半期 
（9ヶ月間） 

対前年 
同四半期比 

平成26年3月期 
第3四半期 
（9ヶ月間） 

 
平成27年3月期
通期予想値 

経常収益  9,775 48 9,727   

業務粗利益  8,184 △116 8,300   

資金利益  7,580 300 7,280   

役務取引等利益  339 △27 366    

その他業務利益  265 △389 654   

経費（除く臨時処理分）  6,186 8 6,178   

人件費  3,440 223 3,217   

物件費  2,428 △227 2,655    

税金  318 14 304   

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  1,998 △124 2,122  2,600 

 コア業務純益   （注1）  1,808 277 1,531   

一般貸倒引当金繰入額 ① － － －   

業務純益  1,998 △124 2,122  2,430 

 うち国債等債券損益（５勘定尻）  189 △402 591   

臨時損益  342 343 △1   

 株式等損益（３勘定尻）  68 46 22   

 不良債権処理額 ② 50 △76 126   

  個別貸倒引当金繰入額  － － －   

  その他  50 △76 126   

 貸倒引当金戻入益 （注2） ③ 231 131 100   

 償却債権取立益 ④ 1 0 1   

 偶発損失引当金戻入益 ⑤ 10 10 －   

 その他臨時損益  80 80 0   

経常利益  2,341 221 2,120  2,000 

特別損益  1 41 △40   

 固定資産処分損益  1 11 △10   

 減損損失  － △29 29   

税引前四半期純利益  2,342 262 2,080   

法人税、住民税及び事業税  510 41 469   

法人税等調整額  129 △45 174   

法人税等合計  640 △3 643   

四半期（当期）純利益  1,701 265 1,436  1,300 

（ご参考）       

与信関係費用（①＋②－③－④－⑤）  △193 △217 24   

(注)１．「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額および国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。 

  ２．貸倒引当金戻入益の内訳：一般貸倒引当金繰入額 △387 百万円、個別貸倒引当金繰入額 156 百万円 
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

  金融再生法に基づく開示債権（単体）は、前年同期比 11 億 60 百万円減少の 89 億 96 百万円となりました。開示債権

比率は前年同期比 0.48 ポイント低下の 2.24％となりました。 
 
①単体 （単位：百万円）  (参考) （単位：百万円）

 平成 26 年 12 月末 平成 25 年 12 月末  平成 26 年 3月末 

破 産 更 生 債 権 及 び 
こ れ ら に 準 ず る 債 権 

2,325 1,722  2,224 

危 険 債 権 4,549 4,706  4,404 

要 管 理 債 権 2,121 3,726  3,563 

合     計 
8,996 

(2.24%) 
10,156 
(2.72%) 

 
10,191 
(2.60%) 

金融再生法開示債権（単体）の推移
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41
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②連結 （単位：百万円）  (参考) （単位：百万円）

 平成 26 年 12 月末 平成 25 年 12 月末  平成 26 年 3月末 

破 産 更 生 債 権 及 び 
こ れ ら に 準 ず る 債 権 2,325 1,722  2,224 

危 険 債 権 4,549 4,706  4,404 

要 管 理 債 権 2,121 3,726  3,563 

合     計 
8,996 

(2.24%) 
10,156 
(2.72%) 

 
10,191 
(2.60%) 

（注）上記の計数は、当行の定める自己査定基準に基づき、債務者区分の判定を行った結果を、「金融機能の再生のための緊急措置に関

する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。 

 

 

 

（３）自己資本比率（国内基準） 

①単体  （参考） 

 平成 27 年 3月末（予想値）  平成 26 年 3月末 

自 己 資 本 比 率  9％程度 9.83％ 

 
②連結  （参考） 

 平成 27 年 3月末（予想値）  平成 26 年 3月末 

自 己 資 本 比 率  9％程度 9.84％ 

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 
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（４）時価のある有価証券の評価差額 【連結】 

（単位：百万円） (参考) （単位：百万円）

平成 26 年 12 月末 平成 25 年 12 月末 平成 26 年 3月末 
 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

その他有価証券 194,206 7,109 187,288 3,892 186,053 4,115 

 株 式 3,322 654 2,956 403 2,913 390 

 債 券 174,474 3,028 170,999 1,469 169,833 1,883 

 そ の 他 16,409 3,427 13,332 2,019 13,306 1,841 

（注）１．「評価差額」は、各四半期末の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。 

２．満期保有目的の債券は保有しておりません。 

 
 
 
 
（５）預金・貸出金・預かり資産の状況 【単体】 

 

①預金 

個人預金、法人預金及び公金預金とも増加したことにより、前年同期比 229 億 62 百万円増加の 5,997 億 68 百万円と

なりました。平均残高は 107 億 74 百万円増加の 5,910 億 17 百万円となりました。 
 

（単位：百万円）  (参考) （単位：百万円）

   

 
26 年 12 月末 

25 年 12 月末比 26 年 3月末比
25 年 12 月末 26 年 3 月末 

預 金（末残） 599,768 22,962 11,174  576,806 588,594 

 うち個人預金 391,416 2,901 8,114  388,515 383,302 

預 金（平残） 591,017 10,774 13,619  580,243 577,398 

 

預金（末残）の推移
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②貸出金 

事業性貸出及び消費者ローンが増加したことにより、前年同期比 269 億 65 百万円増加の 3,987 億 32 百万円となりま

した。平均残高は 256 億 46 百万円増加の 3,849 億 40 百万円となりました。 
 

(単位：百万円)  (参考) （単位：百万円）

   

 
26 年 12 月末 

25 年 12 月末比 26 年 3月末比
25 年 12 月末 26 年 3 月末 

貸 出 金（末残） 398,732 26,965 8,867  371,767 389,865 

 うち消費者ローン 87,475 3,296 2,413  84,179 85,062 

  住宅ローン 70,077 1,502 1,184  68,575 68,893 

貸 出 金（平残） 384,940 25,646 22,013  359,294 362,927 

 

貸出金（末残）の推移
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③預かり資産（末残） 

投資環境が好調なことから投資信託の販売が増加したほか、終身保険など生命保険の販売が増加したことにより、前

年同期比 35 億 12 百万円増加の 473 億 59 百万円となりました。 
 

(単位：百万円)  (参考) （単位：百万円）

   

 
26 年 12 月末 

25 年 12 月末比 26 年 3月末比
25 年 12 月末 26 年 3 月末 

国     債 2,530 △631 △419  3,161 2,949 

生 命 保 険 19,148 1,800 1,028  17,348 18,120 

投  資  信  託 25,680 2,343 2,716  23,337 22,964 

合     計 47,359 3,512 3,324  43,847 44,035 
 

預かり資産（末残）の推移
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